
2026年7月後半号

宇久井ビジターセンター

7月後半に宇久井半島で見られるなかまたち！

☆印はビジターセンター周辺でも咲いているので、車イスで見に行くこともできます。

「アナナシマイマイ　ナンバンマイマイ科」 「シロウツボホコリ　ウツボホコリ科」 「ウバユリ ユリ科」
殻の直径約1.5㎝。へそ孔がしまっ
ているのが特徴。和歌山県の絶滅危
惧Ⅱ類に指定されている。

変形菌が胞子を散布するキノコのよ
うな子実体に変化した状態。種類に
より様々な色や形がある。

山野の湿った林内に生える多年草。
花は筒状でユリに似るが葉の形は大
きく異なる。

「ネズミモチ　モクセイ科」 「ミミズバイ ハイノキ科」
モチノキに似ているが、ネズミモチは葉
が左右に向かい合う様につく``対生``で
あるため簡単に見分けがつく。

実の形がミミズの頭に似ていることに加
え、ハイノキ科であることからこの名が
付いた。

林床に生育する小さな腐生植物。1㎝程
の花が数個集まって付く。和歌山県の絶
滅危惧Ⅱ類に指定されている。

「ヒナノシャクジョウ ヒナノシャクジョウ科」

☆「ハマボウ アオイ科」☆
雌雄異株の小高木。ビワではなくイ
チジクの仲間。写真は雄株の花囊で
虫えいとなり食べられない。

☆「イヌビワ　クワ科」☆ ☆「アオノクマタケラン　ショウガ科」☆

海に近い湿った林下に生える常緑多
年草。和歌山県の絶滅危惧Ⅱ類に指
定されている。

朝ひらいて夕方にしぼむ一日花。塩
害に強い。センターでは施設横に植
栽している。

※ごみは持ち帰りましょう！
※畑に無断で入らないようにしましょう！
※植物や生き物を大切にしましょう！

ようこそ！吉野熊野国立公園 宇久井ビジターセンターへ！

初夏の陽気が心地よい今日この頃、熱中症対策も忘れずに動植物の観察をお楽しみください！
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至 R42

至休暇村

足元注意
ヤブツバキ群生地

作業ヤード

上野展望台
防空監視哨

灯台まであと４分

木のすき間から浜が見えます。

木のすき間から
海が見えます。

沢

ビジター
センター

（上地の浜）

千尋の浜

取

の

外

松尾展望広場

地玉（じごく）の浜

駒ヶ崎灯台

赤灯台

自然観察の森

宇久井半島
吉野熊野国立公園

＜散策時間の目安＞

31 2 約900m→ →

1 2 6 14 約1200m→→→→

521 4→ → → 約７00m

81 7 約1200m→ →

○ビジターセンター～地玉の浜コース （片道約15分）

○ビジターセンター～駒ヶ崎灯台コース （片道約2       5分）

○ビジターセンター周回コース （一周約40分）

○ビジターセンター～千尋の浜コース （片道約20分）

９1 7 約1200m→ →

○ビジターセンター～外の取コース （片道約20分）

凡例

Ｐ 駐車場

あずまや

案内板

展望地

水道

お手洗い

自動販売機

車道

舗装路

林内の遊歩道

階段

竹
林

竹林

水壺の跡

周回ルート

千尋の浜
方面

フェリーターミナル方面
通行できません

畑

畑

畑

畑

ヤブツバキ

ヤマモモ

ヤマモモ

ヤマモモ

ヤブツバキ

ヤブツバキ

ヤブニッケイ

モチツツジ

モチノキ

モチノキ

モチノキ

マルバウツギ

ホルトノキ

ヘラシダ

ヒメユズリハ

ヒサカキ

ヒサカキ

ヒサカキ

ハマオモト
ハマナデシコ
ハマゴウ
ハマナタマメ
トベラ

ハゼノキ
（メジロがよく食べに来ます）

ネズミモチ

トベラ

トベラ

タブノキ

タイミンタチバナ

スダジイ

シロダモ

シロダモ

シロダモ

クスノキ

カンコノキ

カラスザンショウ

オガタマノキ

アキグミ

アオノクマタケラン

メジロ
キジバト
ヒヨドリ
ウグイス

イヌビワ

クロサギ

  夏版


